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1. はじめに
液体中に強力な超音波を照射した時に起こる化学的作用を勘k処理に応用し、最適な超音波処理条件を検
討した。。今回、フェノール水溶液に超音沈昭射を行い、周波数、出力の影響による超音波効果および反応
液中の物質の変化を調べた。
まず、 200、 400、 800世-:Iz の超音波を照射して最も高い効果が現れる周波数を調べた 2)。
さらに超音波出力に関しては、出力の増加に伴う超音波効果を調べた。
フェノール分解反応において、フェノールはほぼ完全に分解することが出来たが、分解途中に生じる有害な中
間生成物で、あるヒドロキノン等の完全分解にまで、は及ばなかった。
また、実験に用いたアクリル製の反応濯藷告は、温度管理が困難なため更なる改良が必要である。
2. 実験
2-1 実験装置
装置図を F思. 1 ，2 に示す。 200、必0 および800kHz の周波数からなる超音波振動子(チタン酸バリウム製)
を底に取り付けた、アクリル製の円筒状の反応器(直径他国lX高さ 1仰臥厚さ 3mm) に 200凶程度の反
応液を入払恒温槽内に設置し分解即芯を行った。超音波は可変広帯域超音波発生器により駆動さ払高直
超音湖司波数と出力は周波数カウンターおよひ溜音波電力計にて監視した。また、反応液中に温度センサー
を差し込み恒温槽中の水を循環させながら冷却し、反刷夜の温度が 250Cになるように設定した。ここで、
反応器の温度管理は、冷剖瑚果の高い金属製か望ましいカミセッティングの閥系からアクリルで作製した。
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まず、超音波の水への関与を調べるために、蒸留水2却凶をそれぞれ 200、 400 およひ'800祉-:Iz 用の超音波
振動子を取り付けた反応器内に入才L 恒温糟に設置した。サンプリングは 1 時間ごととし、 10 時間の超音波
照射を行い、過酸イ1.J7.1<素 pH、硝酸・踊搬の調u定を行った。
(b) フェノール溶f夜への超音波照射(周波数、出力の影響)
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10伽19/1 のフェノ-}レ溜夜にも(a)と同様の条件で 10 時間超音波を照射し、同じ調l淀を行った。さらに凶
サンプリングし、 HPLC を用いてフェノール濃度の変化を調べた。最後に、超音浪昭尉開始前と終了時のフ
エノール溶1夜の吸収スペクトルと TOC (全有機炭素量)の測定も行った。
3. 結果及び考察
(a) 水への超音浪昭尉
結果を Figs.3，4に示した。過酸化水素の生成量は、 200、 800祉1zの時には増加傾向を示し、必OkHz の
時のみ照射2時間目以降から減少傾向をたどった。亜硝酸の生成量においては、いずれの周波数において
もその生成量はわずかで(最大で 20mg/l 以下)ほとんと澗違は認められなかったが、硝酸の場合には 400、
200、 800kHz の)1聞にかなりの量が生成(最大で 15伽19/1) した。
(b) フェノール溶1夜への超音波甲射
結果を Figs.5 ，6 に示した。 フェノール濃度は 400、 200、 800kHz の順に多く減少しており、特に 400ほ1Z
においては超音沈昭射7時間目にはほ防詮にフェノールが分解した。これよりフェノール分解即包におい
ても周波数 400回z で、また出力が大きし叫まと効果か高し、ことが分かった。
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t回 唱却
5: 
10 
咽掴-oE
・zι
輔副官e-aa
。
。 10 
11m・ (h)
Fi,.5 フェノー)~分解反応に及lます趨膏浪周浪般の影曹[1∞W] Fi,. 6 7:>:; -)~分解反応に及lます超音波出カの膨W[400kHz)
4. 結言
フェノール分解即日こおいては、周波数400凶z で、また出力が大きいほと効果が高いことが分かったが、
100wと 150wとの差は少なかった。また、フェノールはほぼ完全に分解されたが、分解途中に生じる有害な
中間生成物であるヒドロキノン等の完全分解にまでは及ばなかった。
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